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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　傾斜地付近の道路に接してターミナルを設け、一般用駐車場及び業務用駐車場を設置し
、前記ターミナルを起点に縦動線として乗客用斜行エレベーター及び車両・物資運搬用ケ
ーブルを高架に設け、それぞれを前記一般用駐車場、業務用駐車場に接続し、横動線とし
て等高線に沿うように歩行者及び車両用道路を高架または地盤上に設け、前記縦動線と立
体交差させ、それぞれを前記乗客用斜行エレベーター、車両・物資運搬用ケーブルに接続
することを特徴とする交通システム。
【請求項２】
　前記縦動線と横動線の立体交差点付近の樹木伐採、切土、舗装によって発生する前記立
体交差点付近の地すべり、土砂崩れを防ぐために前記立体交差点付近の雨水を雨水池また
は雨水槽に集水することを特徴とする請求項１記載の交通システム。
【請求項３】
　前記縦動線と横動線に沿って設備配管を布設、高架とすることによって配管の埋設をな
くし、配管の勾配も取れることを特徴とする請求項１記載の交通システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、傾斜地等における歩行者、車両、物資などのための交通システムに関するも
のである。
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【背景技術】
【０００２】
　従来傾斜地等において歩行者、車両、物資などのための交通システムがあった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　山野などの傾斜地に建造物を施工し、居住などするためには道路を必要とし、山野に切
土、盛土、よう壁などの造成をしなくてはならず、これが山野の自然破壊になった。
【０００４】
　また、従来の斜行エレベーターは傾斜地を平坦に造成してからそのシャフトを据え付け
るようにしているので、これも自然破壊を伴い、さらに斜行エレベーターの途中停止箇所
に於いて、これと直交する歩道と容易に交差させることができない。　
【０００５】
　本発明の目的は、特に山野、海浜のような傾斜地などに適した自然共生型の交通システ
ムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　傾斜地付近の道路に接してターミナルを設け、一般用駐車場及び業務用駐車場を設置し
、前記ターミナルを起点に縦動線として乗客用斜行エレベーター及び車両・物資運搬用ケ
ーブルを高架に設け、それぞれを前記一般用駐車場、業務用駐車場に接続し、横動線とし
て等高線に沿うように歩行者及び車両用道路を高架または地盤上に設け、前記縦動線と立
体交差させ、それぞれを前記乗客用斜行エレベーター、車両・物資運搬用ケーブルに接続
することを特徴とする。
【０００７】
前記縦動線と横動線の立体交差点付近の樹木伐採、切土、舗装によって発生する前記立体
交差点付近の地すべり、土砂崩れを防ぐために前記立体交差点付近の雨水を雨水池または
雨水槽に集水することを特徴とする。
【０００８】
　前記縦動線と横動線に沿って設備配管を布設、高架とすることによって配管の埋設をな
くし、配管の勾配も取れることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の交通システムによって、傾斜地に縦動線として乗客用斜行エレベーター及び車
両・物資運搬用ケーブルを設け、横動線として等高線に沿うように歩行者、車両用道路を
設けることによって、軌道長及び道路長を最小にできる。さらにそれらを必要に応じて地
盤上または高架にすることによって軌道、道路布設に切盛土、よう壁などの造成をほとん
ど必要とせず自然環境保全ができ、またそれらの立体交差も容易にできる
【００１０】
　また、本発明の交通システムは歩行者、自動車の完全な交通分離が広範囲に渡って可能
であるので、市街地等にも利用することによって交通渋滞を無くし、快適な歩行空間の創
出ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は本発明交通システム実施例の正面図、図２はターミナル及びその周辺施設の平面
図、図３、図４、図５はそれぞれ同上平面図のＡ－Ａ線断面図、Ｂ－Ｂ線断面矢視図、Ｃ
－Ｃ線断面図である。傾斜地付近の道路１６０に接してターミナル１６１を設け、一般駐
車場１６２及び業務用駐車場１６３を設置し、該ターミナルを起点に縦動線として乗客用
斜行エレベーター１６４及び車両・物資運搬用ケーブル１６５を設け、それぞれを一般用
駐車場、業務用駐車場に動線的に接続する。本実施例は該諸施設の他に交通ひろば１７０
、バス停留場１８０、ペデストリアンデッキ１６８、荷揚げ降し場１７３、設備棟１７９
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を付加した実施例を示す。ターミナルに接する道路は山野の中腹または頂上付近にあって
も良い。
【００１２】
　図６は該交通システムの縦動線と横動線の交差部分の平面図、図７、図８、図９はそれ
ぞれ同上平面図のＤ－Ｄ線断面図、Ｅ－Ｅ線断面矢視図、Ｆ－Ｆ線断面図である。横動線
として等高線に沿うように歩道１９５及び車道１９６を設け、縦動線と立体交差させ、そ
れぞれを斜行エレベーター停留場１９１を介して前記乗客用エレベーター、荷揚げ降し場
２０５を介して車両・物資運搬用ケーブルに接続する。該交通システムによって山野など
の傾斜地に造成、自然破壊を最小限にして交通網を整備することができる。また、必要に
応じて斜行エレベーター及び車両・物資運搬用ケーブルの替わりに歩行者、車両の為の幹
線道路にすることもできる。その場合、幹線道路は前記横動線の間を適当な勾配になるよ
うに斜めにまたは直に布設する。
【００１３】
　以上の記述により、建造物の基礎の築造に切土、交通システムの縦動線と横動線の交差
部分（図６、７、８に示されている）に樹木伐栽、切土、舗装、建造物の建つ範囲に樹木
の伐栽が発生する。この人為を施した部分には雨水の流出により地すべり、土砂くずれが
起こる可能性が生じる。しかし、建造物の建てる位置、交通システムの交差位置を選定し
、該部分の雨水の流出を抑止することによって地すべり、土砂くずれの発生をなくすこと
ができる。該部分の雨水を雨水池または雨水槽に集水する。
【００１４】
　図１０は本発明の設備システムを構成する雨水から上水、上水から雑用水及び雑用水の
循環実施例のフロー図である。雑用水を循環させ、その不足分の水を上水系の排水でまか
ない、上水系排水の過剰分は散水・防火水槽へ通し、さらにその過剰分は山野に散水また
は該地域内の河川、海へ放流する。他地域より上水を得る必要もなく、他地域へ排水を放
流する必要も無い雨水利用、水循環システムである。
【００１５】
　図１１はゴミ、汚泥から蒸気・温水、電力へ、風力、太陽光から電力へのフロー図であ
る。地域内のゴミと排水処理からの汚泥を電気、蒸気・温水に還元、この電気と風力、太
陽光による発電からの電気を供給、または、電気分解装置ヘ通電され燃料電池の燃料であ
る水素ガスとしてストックされる。他地域へゴミ、汚泥の搬出の必要も無く、他地域より
電力を得る必要も無い環境共生、自己完結型の設備システムである。燃料電池の燃料に天
然ガス、または燃料電池の替わりに発電機を利用することもできる。
【００１６】
　図１２は設備横引配管布設実施例の断面図である。設備配管２１３及び２１４を前記交
通システム横動線のための主体道路２０７の裏面に布設している。該横動線は等高線に沿
って設けられるので排水管の勾配は容易に取ることができる。また、横動線を架空にする
ことによって配管の埋設の必要が無く、配管の布設、増設、取替えを容易にできる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】交通システム実施例の正面図。
【図２】ターミナル及びその周辺施設の平面図。
【図３】図１０７のＡ－Ａ線断面図。
【図４】図１０７のＢ－Ｂ線断面矢視図。
【図５】図１０７のＣ－Ｃ線断面図。
【図６】該交通システムの縦動線と横動線の交差部分の平面図。
【図７】図１１１のＤ－Ｄ線断面図。
【図８】図１１１のＥ－Ｅ線断面図。
【図９】図１１１のＦ－Ｆ線断面図。
【図１０】雨水から上水、上水から雑用水及び雑用水の循環実施例のフロー図。
【図１１】ゴミ、汚泥から蒸気・温水、電力へ、風力、太陽光から電力へのフロー図。
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【図１２】設備横引配管布設実施例の断面図。
【符号の説明】
【００１８】
１６０　道路
１６１　ターミナル
１６２　般駐車場
１６３　業務用駐車場
１６４　乗客用斜行エレベーター軌道
１６５　車両・物資運搬用ケーブル
１６６　階段
１６７　斜行エレベーター点検用階段
１６８　ペデストリアンデッキ
１６９、１７１、１７２、１７４、１７７、１９８──車道スロープ
１７０　交通ひろば
１７３、２０５　荷揚げ降し場
１７５　レール
１７６　内部道路
１７８　車寄せ
１７９　設備棟
１８０　バス停留場
１８１　樹木回避開口
１８２　エスカレーター
１８３、１８４、１８５、１８８──３角錐状単体架構
１８７　基礎立上り
１９０　斜行エレベーター
１９１　斜行エレベーター停留場
１９２　エスカレーター
１９４　ケーブルカー
１９５　歩道
１９６　車道
１９７　歩道スロープ
１９９、２０８　線状建造物構造骨組
２００、２０１、２０２、２０４　建造物
２０６　駐車場
２０７　横動線のための立体道路
２０９　上弦材
２１０　傾斜部材
２１１　下弦材
２１２　床部材
２１３　配管
２１４　配管ダクト
２１５　吊りボルト



(5) JP 4069215 B2 2008.4.2

【図１】
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【図９】

【図１０】
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【図１１】

【図１２】
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